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原
因
者
の
約
半
数
が
24
歳
以
下

　
自
転
車
の
事
故
件
数
が
県
内
全

体
で
は
年
々
減
っ
て
い
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
市
は
減
少
し
て
い
る
と

は
言
え
ま
せ
ん
（
下
表
参
照
）。

　
５・６
月
に
か
け
て
、
自
転
車
事

故
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
４

月
は
新
学
期
を
迎
え
た
り
、
環
境

が
変
わ
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
緊

張
や
用
心
す
る
人
が
多
い
で
す
が
、

５・
６
月
に
な
る
と
環
境
に
慣
れ

る
こ
と
で
油
断
が
生
ま
れ
、
事
故

が
増
え
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
実
は
自
転
車
事
故
の
原

因
者
の
約
半
数
が
24
歳
以
下
な
ん

で
す
。
片
手
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
飲
み
物
を
持
ち
な
が
ら
運
転
し

た
り
、並
走
し
て
話
し
な
が
ら
走
っ

た
り
。
何
気
な
く
し
て
い
る
交
通

ル
ー
ル
違
反
が
事
故
を
引
き
起
こ

し
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
こ
と

に
つ
な
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

朝
８
時
台
に
事
故
が
多
発

　
自
転
車
事
故
の
発
生
が
最
も
多

い
時
間
帯
は
朝
の
８
時
台
。
通
学

や
通
勤
な
ど
、
み
ん
な
目
的
地
へ

急
い
で
向
か
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
が
共
通
し
て
い
ま
す
。

　
当
事
者
の
多
く
が
、
自
分
の
運

転
を
上
手
だ
と
思
っ
て
い
る
ん
で

す
。
過
信
せ
ず
、
常
に
危
険
が
あ

る
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
て
運
転

し
て
ほ
し
い
で
す
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
を

　
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
、
事
故

が
起
こ
っ
た
と
き
、
自
分
の
命
を

守
る
た
め
の
重
要
な
ア
イ
テ
ム
で

す
。
も
と
も
と
13
歳
未
満
は
着
用

が
努
力
義
務
化
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、４
月
か
ら
全
年
齢
が
対
象
に
。

し
か
し
、
着
用
し
て
い
る
人
は
ま

だ
ま
だ
少
な
い
状
況
で
す
。
ど
ん

な
自
転
車
に
乗
る
と
き
で
も
、
ま

た
近
く
に
行
く
と
き
で
も
、
忘
れ

ず
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

常に潜んでいる危険を意識して

交通安全はルールを守ることから

（一社）川西交通安全協会

会長　住野 敦浩さん

多くの人が気軽に乗っている自転車。実は最近、市内で自転車事故が多発しています。
４月から乗車用ヘルメットの着用が努力義務化されたこの機会に

今一度交通ルールや事故を起こさないための対策を確認しましょう。

１. 自転車は車道が原則、左側を通行
　  歩道は例外、歩行者優先

　歩道を通行できる箇所は道路標識で
指定されています。歩道を通行すると
きは車道側に寄って、歩行者を優先し
ましょう。ただし、13 歳未満の子ど
もや 70 歳以上の高齢者、体が不自由
な人は全ての歩道を通行できます。

２. 交差点では信号と一時停止を
　  守って安全確認

　信号機のある交差点では、信号に従わ
なければいけません。信号機のない交差
点で、一時停止の標識がある場合は、一
時停止を。狭い道から広い道に出ると
きは、徐行して安全確認をしましょう。

知っていますか　自転車安全利用五則
３. 夜間はライトを点灯

　夜間、自転車で道路を走るときは、
前照灯と尾灯（または反射器材）を
付けなければいけません。

４. 飲酒運転は禁止

　酒気を帯びて自転車を運転するこ
とは禁止されています。
　その他、並走や二人乗り、過積載、
ブレーキ不良自転車の運転なども禁
止されています。

５. ヘルメットを着用

　同乗者も含め全ての自転車利用者
は、乗車用ヘルメットを正しく着用
するよう努めなければいけません。

問い合わせ　交通政策課　 072（740）1184
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自転車の事故件数
　県全体では年々減少傾向ですが市は令和３年に急増。４年
も依然として多い状況が続いています。

兵庫県 川西市
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（平成 30～令和４年合計）
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死亡リスク

約1 2
出典：県「自転車の交通事故の現状（令和３年）」 出典：警察庁ホームページ

全
年
齢
の
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト

着
用
が
努
力
義
務
化

　

道
路
交
通
法
が
一
部
改
正
さ
れ
、

自
転
車
利
用
者
の
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ

ト
着
用
が
努
力
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

自
転
車
乗
用
中
の
死
亡
事
故
の

内
、
約
6
割
が
頭
部
の
損
傷
に
よ
る

も
の
で
す
。

　
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
正
し
く
着

用
す
る
こ
と
で
、
頭
部
損
傷
に
よ
る

死
亡
の
割
合
を
２
分
の
1
に
減
ら
す

こ
と
が
で
き
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
自
転
車
に
乗
る
と
き
は
命
を
守

る
た
め
に
、
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

積
極
的
に
か
ぶ
り
ま
し
ょ
う
。

事
故
件
数
が
県
内
ワ
ー
ス
ト
４
位

　
市
の
過
去
３
年
間
（
令
和
２
年
～

４
年
）
の
人
口
一
万
人
当
た
り
の
自

転
車
関
係
事
故
件
数
は
、
県
内
で
４

番
目
に
多
い
状
況
で
す
。
そ
れ
を
受

け
て
、
６
年
３
月
31
日
㈰
ま
で
、
市

は
「
自
転
車
交
通
安
全
対
策
重
点
推

進
地
域
」
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

悲
惨
な
事
故
を
減
ら
す
た
め
に

は
、
一
人
一
人
が
交
通
ル
ー
ル
を
守

ら
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

今
回
は
、
自
転
車
事
故
を
引
き

起
こ
さ
な
い
、
遭
わ
な
い
た
め
に

一
人
一
人
が
で
き
る
対
策
や
、
市

な
ど
が
行
っ
て
い
る
取
り
組
み
を

紹
介
し
ま
す
。

守ろう。自転車ルール
Special  feature
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　楽しく交通ルールを学べる教室です。市の交通指
導員が、地域、保護者の集まりに出向きます。
　人形劇や紙芝居などの手作り教材や模擬信号を使
って室内で指導します。

　自転車事故だけでなく、市内の交通事故が起きや
すい箇所をコミュニティごとにまとめた「交通事故
ハザードマップ」を作成。
　事故が起こりやすい状況や事故の特徴なども紹介
しています。自分と家族、周りの人の命を守るため
に確認してください。
　同ハザードマップは市ホームページ
から確認できます。

直線
（平坦）
80%

自転車事故
原因者年齢割合

（市内）

３５～４４歳

４５～５４歳

５５～６４歳

６５～７４歳

７５歳以上

２５～３４歳

5%
5%

7%

7%

14%

12%

0~
24歳

50%

自転車シミュレーターを活用

手作り教材で指導

問い合わせ　（一社）川西交通安全協会　 072（759）8947

問い合わせ　交通政策課　 072（740）1184 問い合わせ　交通政策課　 072（740）1184

学
ぼ
！

正
し
い
乗
り
方

通
学
時
な
ど
で
事
故
が
多
発

　
小
・
中
学
生
、
高
校
生
が
自
転

車
乗
車
中
に
交
通
事
故
を
起
こ
す

割
合
が
高
い
こ
と
は
、
デ
ー
タ
で

出
て
い
ま
す
。
自
転
車
利
用
の
経

験
が
浅
い
こ
と
や
、
高
校
生
に
な

る
と
自
転
車
通
学
が
増
え
る
こ
と

な
ど
が
要
因
の
一
つ
で
し
ょ
う
。

　

事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、
幼
い
こ

ろ
か
ら
交
通
ル
ー
ル
を
学
び
、
身

に
付
け
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

保
護
者
が
見
本
に
な
っ
て

　
小
学
生
向
け
の
交
通
安
全
教
室

で
、「
自
分
の
自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ

ト
、
持
っ
て
い
る
人
！
」
と
聞
く

と
、
手
を
挙
げ
る
子
は
数
人
程
度

な
の
が
現
状
で
す
。

　

自
転
車
運
転
時
は
ハ
ン
ド
ル
を

握
っ
て
お
り
、
転
倒
し
た
と
き
受

け
身
を
取
る
こ
と
が
難
し
い
で
す
。

幼いときに
ルール 身に付けて
川西警察署　交通課交通総務係

警部補　長谷川 潤さん

自
転
車
事
故
を
起
こ
す
こ
と
が
最
も
多
い
年
代
は
24
歳
以
下
。

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
を
知
り
、
守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

市
と
川
西
警
察
な
ど
が
協
力
し
て

市
内
の
小
学
生
向
け
に
行
う
交
通
安
全
教
室
で
は

自
転
車
の
正
し
い
乗
り
方
を
伝
え
て
い
ま
す
。

市
内
の
小
学
校
な
ど
で
交
通
安
全
教
室
を
実
施

１

２

３

４

交通事故
ハザードマップ

危険予測能力を高める

市在住の未就学児と保護者
（親子５組10人以上の団体で実施）
電話か市役所５階の交通政策課で受け付け

対　　象

申し込み

ま
た
、
子
ど
も
の
体
は
発
達
途
上

で
あ
る
た
め
、
転
倒
す
る
と
頭
を

打
ち
つ
け
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い

の
で
す
。ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
装
着
が
、

命
を
守
る
こ
と
に
直
結
し
ま
す
。

　
保
護
者
が
率
先
し
て
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
か
ぶ
り
、
子
ど
も
に
そ
の
姿

を
見
せ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

保
険
の
加
入
が
大
切

　

ひ
と
た
び
自
転
車
に
乗
っ
て

事
故
を
起
こ
し
て
し
ま
え
ば
、
子

ど
も
か
お
と
な
か
は
、
関
係
あ
り

ま
せ
ん
。
実
際
に
、
子
ど
も
が
起

こ
し
て
し
ま
っ
た
自
転
車
事
故

で
、
そ
の
子
ど
も
の
保
護
者
に

９
０
０
０
万
円
以
上
の
損
害
賠
償

命
令
が
下
っ
た
事
例
が
あ
り
ま
す
。

　
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
事
故
を

起
こ
さ
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
自
分
や
家
族
、
周
り
の
人

を
守
る
た
め
に
、
自
転
車
保
険
に

加
入
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

お知らせ

　
自
分
が
大
き
な
自
転
車
事
故
を

引
き
起
こ
す
恐
れ
が
あ
る
と
想
定

し
て
い
る
人
は
、
少
な
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
特
に
若
い
こ
ろ
は
運
転
に
自
信

が
あ
り
ま
す
し
、
遠
く
の
場
所
な

ど
へ
自
転
車
で
行
く
機
会
が
多
い

で
し
ょ
う
。

　
し
か
し
、
一
度
事
故
を
起
こ
し

て
し
ま
う
と
、
被
害
者
や
そ
の
家

族
、
ま
た
自
分
の
家
族
の
人
生
を

大
き
く
変
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　
自
分
の
運
転
が
他
者
を
巻
き
込

み
、
多
く
の
人
の
人
生
に
影
響
を

与
え
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
を
考

え
、
安
全
に
運
転
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
保
護

者
や
周
り
の
お
と
な
が
子
ど
も
に

リ
ス
ク
を
伝
え
、
常
に
模
範
と
な

る
行
動
を
心
掛
け
る
こ
と
も
欠
か

せ
ま
せ
ん
。

　
残
念
な
が
ら
、
川
西
は
県
内
で

も
自
転
車
事
故
が
多
い
の
が
現
状

で
す
。
事
故
の
多
く
は
、
交
通
ル

ー
ル
を
守
る
こ
と
で
防
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
市
と
し
て
も
、
引
き
続
き
啓
発

を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
道
路
な

ど
の
改
善
に
積
極
的
に
動
い
て
い

く
考
え
で
す
。

　
4
年
３
月
に
は
、
北
部
地
域
の

高
校
の
通
学
路
に
自
転
車
専
用
レ

ー
ン
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
５
年
度
も
、
自
転
車
事
故
が
多

発
し
て
い
る
地
域
の
環
境
整
備
な

ど
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　
財
源
は
限
ら
れ
て
お
り
、
直
ち

に
全
て
の
課
題
を
解
消
し
て
い
く

こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
加
害
者

も
被
害
者
も
生
ま
な
い
た
め
に
、

効
果
的
な
対
策
を
行
う
よ
う
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

市長　越田 謙治郎

啓発と整備
両輪で取り組みます

市長メッセージ

　（一社）川西交通安全協会に設置されている「自転車シミュ
レーター」。日本損害保険協会から県交通安全協会に寄贈さ
れ、川西交通安全協会の交通安全活動実績を踏まえて同協会
に設置されました。
　実際の交通状況を再現し、街中での自転車の運転を模擬体
験できます。自転車を運転する際に起こりうる危険を体験し、
危険予測能力を高め、安全意識の向上を図ります。
　利用を希望する人や団体は、同協会へ。

　 安全運転のポイント
１_ 出発する際は安全確認 ２_ 信号が青になっ
ても、「右左右」を確認してから ３_（一社）川
西交通安全協会から寄贈された乗車用ヘルメッ
トを講習で使用 ４_ 出入口や交差点付近は要注
意。歩行者や車が飛び出してくることがある

出典：県交通事故統計オープンデータ（平成 29 ～令和３年）

出前講座
幼児交通安全教室

守ろう。自転車ルール
Special  feature
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